
スーパーフェンス　

【施工前に】

　●必要な部材、部品が揃っているか確認してください。

　●板材は、天然木を使用していますので、割れや反り、伸縮が生じる場合が

　　ございますが予めご了承願います。

　●本製品以外の目的に使用・改造・変更はしないでください。

　●上に乗ったり、揺すったり等、大きな衝撃をあたえないでください。

港製器工業株式会社

取付説明書

このたびは、当社製品をお買い上げいただきましてまことにありがとうございます。

　●この取付説明書にしたがい、製品を安全に正しく施工していただきますよう

　　お願いします。

　●施工は必ず専門の工事業者の方が行ってください。

　●また、施工後も大切に保管いただき、メンテナンスの際などにご参照ください。

シグマ（Σ）

【施工上のご注意】

●柱の間隔は（柱芯－芯）１６００ｍｍ以内に施工してください。それ以上離れると

　製品強度が維持できなくなります。

●柱の底部はテープ等でふさぎ、柱内部にモルタルが入らないようにしてください。

　また、柱内部にモルタルを詰めたりしないでください。アルミなどの金属が腐食

　する原因になります。

●フェンスはブロック上の施工はしないでください。

●モルタルやコンクリートには、塩分を含む砂（海砂）および塩素系アルカリの

　コンクリート用混和材（凍結防止剤、凝固促進剤、急結剤等）は使用しないで

　ください。使用するとアルミ等の金属が腐食する原因になります。

●モルタルやコンクリート等が製品の表面に付着した場合は、速やかに拭取って

　ください。シミやムラ等の外観不良の原因になります。

（チドリ横格子）アルミ笠木

－１－ －２－

　１．部材名称

柱　（６０ｘ６０） 溝カバー

板　材 柱頭キャップ

かさ上げ金具

アルミ笠木

笠木ジョイント

笠木ブラケット

笠木端部塞ぎ

隙間アタッチ

　２．基本寸法　横格子チドリ（目地）アルミ笠木

－３－ －４－

（図－１）

　３．柱の取付け 　４．板材の取付け

　●　柱の底部にモルタルが入らないようテープ等でふさいでください。（図－１）

　　　柱の内部にモルタルが入ると腐食する原因となります。

　●　柱の倒れを調整し柱頭部のレベル出しをして取付けてください。

　●　基礎のサイズは２ページの基礎サイズを参照ください。Ｇ１，Ｇ２，Ｇ３
　　　地盤がやわらかい場合は大きめの基礎寸法としてください。

　　　※板材はチドリで　前後　の挿入となります。

　　　（溝カバーは上からの差込みか、横から叩き込みのどちらでもできます）

　●　全ての板材と溝カバーを最上段まで挿入します。

（図－２）

　●　かさ上げ金具：Ｅ、Ｇを挿入してＧＬと板材に隙間をあけます。

　●　板材と板材の間には、隙間アタッチを挿入して隙間を設けます。

　注記：上部の溝カバーは柱天と１０ｍｍ程度の段差（隙間）を設けます。（図－２）

－５－ －６－

　●　板材、溝カバーが全て取付きましたら、柱に柱頭キャップを取付けます。

（図－３）

　●　板材、溝カバーを取付後、端部になる柱には端部用の溝カバーを取付けます。（図－３）

（図－５）

　　　柱頭キャップの向き（前・後）は笠木ブラケットに向きがあるため

　　　ブラケットの向きに合わせます。（図－４）

（図－４）

　●　笠木は先に取付けた笠木ブラケットに上からかぶせるようにはめ込みます。

　　　位置は、柱中心に３mmの隙間をとります。（図－５）

　●　笠木を取付けて全体の納まりを確認後に笠木ジョイントを取付けます。

　６．アルミ笠木の取付け　５．柱頭キャップ、笠木ブラケットの取付け

　●　柱頭キャップを取付けた後に、笠木ブラケットを取付けます。

　●　端部柱になる笠木には、端部キャップを取付けます。

●施工終了後、この取付説明書はお施主様へお渡しください。

●製品の仕様は、予告なしに変更する場合がございます。
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（図－１）

　３．柱の取付け

　●　柱の底部にモルタルが入らないようテープ等でふさいでください。（図－１）
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－４－

　４．板材の取付け

　　　※板材はチドリで　前後　の挿入となります。

　　　（溝カバーは上からの差込みか、横から叩き込みのどちらでもできます）

　●　全ての板材と溝カバーを最上段まで挿入します。

（図－２）

　●　かさ上げ金具：Ｅ、Ｇを挿入してＧＬと板材に隙間をあけます。

　●　板材と板材の間には、隙間アタッチを挿入して隙間を設けます。

　注記：上部の溝カバーは柱天と１０ｍｍ程度の段差（隙間）を設けます。（図－２）



－５－

　●　板材、溝カバーが全て取付きましたら、柱に柱頭キャップを取付けます。

（図－３）

　●　板材、溝カバーを取付後、端部になる柱には端部用の溝カバーを取付けます。（図－３）

　　　柱頭キャップの向き（前・後）は笠木ブラケットに向きがあるため

　　　ブラケットの向きに合わせます。（図－４）

（図－４）

　５．柱頭キャップ、笠木ブラケットの取付け

　●　柱頭キャップを取付けた後に、笠木ブラケットを取付けます。



－６－

（図－５）

　●　笠木は先に取付けた笠木ブラケットに上からかぶせるようにはめ込みます。

　　　位置は、柱中心に３mmの隙間をとります。（図－５）

　●　笠木を取付けて全体の納まりを確認後に笠木ジョイントを取付けます。

　６．アルミ笠木の取付け

　●　端部柱になる笠木には、端部キャップを取付けます。
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